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（一般社団法人 日本私立薬科大学協会） 

令和７年度  事  業  報  告  書 

（令和7年4月1日から令和8年3月31日まで） 
 

Ⅰ．事業の概要 

  6年制薬学教育が平成18年度に導入されて既に20年が経過する中、平成25年

度には薬学教育モデルコア・カリキュラムの改訂、令和5年2月には薬学教育モデ

ル・コア・カリキュラム（令和4年度改訂版）が策定され、令和6年度入学生から

適用されている。ここでは、医療人として共通の価値観を共有すべく、薬学に加え、

医学・歯学を含む同時改訂が行われた。 

また、令和5年には、6年制薬学部の定員抑制に関する文部科学省告示が行われ、

令和7年度開設分から学部の新設が原則できなくなるなど、薬学を取り巻く環境は

大きく変化しており、これらの課題に対応するため、日本私立薬科大学協会（以下

「協会」という。）及び各大学は、相互に連携を図りながら取り組んでいるところ

である。 

この間、薬学実務実習、薬学共用試験及び薬学教育第三者評価の実施等様々な課

題についても、協会の理事会、総会及び各種専門委員会を中心に検討を行うと共に、

全国薬科大学長・薬学部長会議、文部科学省及び厚生労働省等の検討課題等に、適

切に対応したところである。 
 

 個々の事業内容については以下のとおりである。 

１．教育、研究に関する調査、検討 

（１）教育、研究体制等の整備について 

    6年制薬学教育等に関する諸課題について調査・検討を行った。 

   その中で、第１回 情報・科学技術検討委員会を令和7年9月26日に開催し、 

薬学における情報科学分野の支援等について検討を行った。 

   また、全国薬科大学長・薬学部長会議、薬学教育協議会、薬学共用試験    

センター及び薬学教育評価機構等との情報共有に努めた。 

 

（２）薬剤師国家試験問題に関する検討について 

    第110回薬剤師国家試験（令和7年2月22日・23日実施）を受けて、協会

の「薬剤師国家試験問題検討委員会」検討７部会（「物理・化学・生物」、    

「衛生」、「薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」、「法規・制度・倫理」、「実務」）

による検討結果を踏まえ、同検討委員会で報告書としてまとめ、協会会長名で

厚生労働省等へ報告・提出した。（令和7年7月2日付） 

    また、「薬剤師国家試験問題検討委員会」の中から 2 名の委員が出席し、厚
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生労働省医道審議会「薬剤師国家試験問題事後評価部会」（令和7年7月16日

開催）において、報告書を基に、参考人として意見を述べた。 
 

（３）薬学実務実習について 

    薬学実務実習に関する諸課題については、薬学教育協議会を中心に検討が行

われた。ここでは、「薬学実践実習に関する指針」が令和8年1月23日に公表

された。また、実習費における病院実習費が、年々高騰している状況について、

引き続き検討することとなった。 

このほか令和6年度私立薬科大学（薬学部）実務実習実態調査を実施すると

共に、その結果を踏まえ、薬学教育協議会において検討することとなった。 
 

（４）薬学共用試験について 

    2025年度薬学共用試験(CBT、OSCE)の実施状況及び薬学共用試験の課題等 

   について薬学共用試験センターから報告があり、協会として了承した。 

 

（５）薬学教育第三者評価について 

  薬学教育評価機構の活動状況等について報告を受けた。 
 

（６）日本薬学会の報告について 

  日本薬学会の活動状況等について報告を受けた。 
 

２．協会の管理運営等 

（１）理事退任に伴う理事の補充人事について 

    令和 7年３月末で退任された3名の理事（昭和大学 中村明弘理事、東北医

科薬科大学 吉村祐一理事、名城大学 神野透人理事）の後任理事については、

令和6年度の選挙結果等に基づき、北里大学 田辺光男先生、星薬科大学 牛島

俊和先生、及び武庫川女子大学 篠塚和正先生の3名とすることで承認された。 

なお、後任理事の任期は、令和7年6月3日（総会承認後）から令和8年 

6月2日開催の第１回通常総会終結時までの前任理事の残任期間とした。 

 

（２）副会長退任に伴う後任副会長の選出について 

 本協会副会長の中村明弘先生（昭和大学薬学部長）が、令和7年3月末で 

退任されたことに伴う後任の副会長については、中村先生が大学側から選出 

されていることから、今回も同様に大学側から選出することとなり、種々検討

した結果、明治薬科大学学長の越前宏俊先生を後任の副会長とすることで承認
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された。 

 

（３）薬剤師国家試験問題検討委員会委員長退任に伴う委員長の補充人事について 

    中村明弘委員長の退任に伴う後任委員長の選任については、会長が指名する 

こととなっていることから、楠会長から亀井美和子常務理事（帝京平成大学 

薬学部長）を指名することで承認された。 

 

（４）任期満了に伴う役員（理事等）の選考手続き等について 

    現役員の任期が、令和8年6月開催の第1回通常総会までとなっていること

から、役員等（会長、副会長、常務理事、理事、監事、参与等）の今後の選任

手続き等について承認された。 

    また関連して、今回、投票方法の変更を行うこととし、具体的には業務効率

化等の観点から、現行の郵送による投票から、インターネットによる投票（電

子投票）に変更すること、及び関連「内規」の改定（案）が承認された。 
 

（５）令和6年度事業報告・決算（案）及び監査報告について 

    令和6年度事業報告・決算（案）及び監査報告については、令和7年4月 

23日の監事監査実施を受け、第1回通常総会（令和7年6月3日開催）におい

て承認された。 
 

（６）令和8年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

    令和8年度事業計画（案）及び収支予算（案）については、第2回通常総会 

（令和7年11月25日開催）において承認された。 
 

（７）会長及び副会長の職務執行状況の報告について 

    会長及び副会長の職務執行状況については、第99回理事会（令和7年6月 

3日開催）、及び第103回理事会（令和7年年11月25日開催）において報告を   

行った。 
 

（８）令和7年度教育賞の授与について 

    教育賞は、薬学教育に多大な貢献をし、薬学教育の進歩発展に特に功績の 

あった者に授与するものであり、本年度は 2 名を選考し、第 2 回通常総会  

（令和7年11月25日開催）において承認し、教育賞を授与した。 

    関連して、教育賞実施規程の一部改正を行った。 
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    （受賞者）2名 

     荒田 洋一郎 （帝京大学薬学部 教授） 

     角山 香織  （大阪医科薬科大学薬学部 専門教授） 

 

（９）協会の「資産運用に関する基本方針」について 

    「資産運用に関する基本方針」として、資産運用の基本原則、運用対象資産・ 

種類、及び資産運用責任者等について定め、これを承認した。 

 

（10）学生の入学定員及び入学者数調について 

    学生の入学定員及び入学者数調（令和7年4月1日現在）については、 

第98回理事会（令和7年5月13日開催）及び第1回通常総会（令和7年6月 

3日開催）において報告を行った。 
 

（11）各種調査資料の作成について 

毎年度実施している学生数及び教職員数、学生納付金、及び入学志願者の動

向等の実態調査を行い、協会及び各大学の参考資料とした。 
 

（12）会報（「日本私立薬科大学協会だより」）の刊行について 

    協会が発行する会報「協会だより」については、事業活動状況（理事会等議

事録、各種調査結果等、事業計画・報告、収支予算・決算及び大学紹介等）に

ついての内容で年 2 回刊行し、各大学へ配布した。なお、今回から、「協会だ

より」については、日本私立薬科大学協会ホームページ内の「会員専用ページ」

にも掲載することとした。 
 

（13）広報活動について 

「6 年制薬学ガイド」については、6 年制薬学教育への理解及び普及を図る

観点から毎年度刊行し、これを全国の高校、予備校、大学及び関係団体等に配

布している。今回、「6 年制薬学ガイド 2027」については、これまでの冊子形

式からPDFファイル方式へと全面的に切り替え、広く提供できるよう見直しを

行った。 

なお、来年度についても引き続き刊行することが了承された。   
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３．その他 

  ・協会職員の給与の取扱いについて 

    協会事務職員の給与については、これまで12年間、定期昇給が行われて 

いなかったことからこれを見直すこととし、定期昇給を実施することで承認 

された。 

 なお、本昇給は令和7年7月から実施するとともに、来年度以降も毎年7月 

期に実施することが合わせて承認された。 

  ・各種会議等の開催通知及び会議用資料の作成等を行った。 

  ・法定帳簿等の整理及び確認を行った。 
   

４．関連事項 

（文部科学省、厚生労働省等の主な動き） 

  ・文部科学省及び厚生労働省から、当面する諸課題と題して、第1回通常総会 

（令和7年6月3日開催）及び第2回通常総会（令和7年11月25日開催）に 

おいて説明等があった。 

 ・第25回「新薬剤師養成問題懇談会」（新六者懇）（令和8年2月16日開催）が、   

  厚生労働省で開催された。 
  

（その他） 

  ・第10回 日本薬学教育学会大会は、令和7年8月23日・24日の両日、帝京平

成大学で開催された。 

関連して同学会第11回大会（大阪医科薬科大学）について、協会の後援名義 

を承認した。 

・令和8年度「薬学実務実習広報用ポスター」（薬学教育協議会）について、 

協会の後援名義を承認した。 

・第25回 JAPAN ドラッグストアショー（一般社団法人日本チェーンドラッグス

トア協会）について、協会の後援名義を承認した。 

・第12回 アジア薬科大学協会（AASP）カンファレンス2025は、令和7年8月2

日～4日まで日本薬科大学で開催された。 
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Ⅱ．理事会・総会等開催状況 
 
 

会  議  名 開 催 月 日 開 催 場 所  

（理事会）    

第98回 理事会 令和７.  5．13 （火） 「アルカディア市ヶ谷」 

会  議  名 開 催 月 日 開 催 場 所 

（理事会）    

第99回 理事会 令和7.  6． 3 （火） 「アルカディア市ヶ谷」 

第100回 理事会 令和7.  7． 1 〃      〃 

第101回 理事会 令和7.  9. 30 〃      〃 

第102回 理事会 令和7.  11．4 〃      〃 

第103回 理事会 令和7.  11.25 〃      〃 

第104回 理事会 令和8． 3. 3 〃      〃 

    

（総 会）    

令和7年度       

第１回 通常総会 

       

令和7.  6． 3 

 

（火） 

 

「アルカディア市ヶ谷」 

 

第２回 通常総会 

 

令和7. 11．25 

 

 〃 

               

     〃 

 

Ⅲ．各種専門委員会開催状況 
 

委 員 会 名 開 催 月 日 開 催 大 学 等 

部局長会議    

第44回 事務局長会議 令和7． 7．11 （金） （立命館大学） 

第45回 学生部長会議 令和7. 11．28 〃 （安田女子大学） 

第45回 教務部長会議 令和7．11．14 〃 （徳島文理大学香川薬学部） 

第110回 薬剤師国家試験 

問題検討委員会（7部会）            
7部会随時開催  対面・WEB会議で実施           

第1回 薬剤師国家試験問題 

検討委員会 
令和7.  6.  6 （金） 

「アルカディア市ヶ谷」 

 

第1回教育賞受賞者選考委員会 令和7． 7. 1 （火）      〃 



- 7 - 
 

委 員 会 名 開 催 月 日 開 催 大 学 等 

第2回教育賞受賞者選考委員会 令和7. 11.  ４ 〃      〃 

第1回 広報誌編集委員会 令和7.  9. 10 （水） 協会事務局 

第2回 広報誌編集委員会 令和7. 11. 18 （火）      〃 

第１回 情報・科学技術検討委員

会 
令和7．9. 26 （金） 協会事務局 

 

Ⅳ．調 査 実 施 項 目（調査対象：私立薬科大学・薬学部） 
  

１．令和6年度 実務実習実態調査 

２．令和7年度 入学志願者調（志願者数、合格者数、入学者数等） 

３．令和7年度 大学院入学志願者調 

４．令和7年度 入学定員及び入学者数調 

５．令和7年度 学生数調（学部学生・大学院生）（令和7年5月1日現在） 

６．令和7年度 専任教員及び職員数調（令和7年5月1日現在） 

７．令和7年度 在学生（3年生）出身校都道府県別調（令和7年6月1日現在） 

８．令和7年度 学部学生納付金等調 

９．令和7年度 大学院生納付金等調 


